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目標 

バランスのとれた心身の成長を促し、人格の形成を支えることを目標とする。特に

自己肯定感、責任感、連帯感を育み社会性を養うことに重きをおく。また、異年齢と

の交流の中で、生徒同士や生徒と教員等との好ましい人間関係の構築を図る。加えて、

運動習慣を確立し、生涯にわたって心身の健康を保持増進できる資質や能力の育成を

目指す。 

運営方針 

 運動部活動の実施に当たっては、生徒の心身の健康管理（スポーツ傷害の予防やバ

ランスのとれた学校生活への配慮等を含む）、事故防止（活動場所における施設・設備

の点検や活動における安全対策等）を徹底する。 

 

１ 学期中は、原則として、週あたり 2日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも

１日、週末は少なくとも１日以上を休養日とする。週末に大会等で活動した場合は、

休養日を他の日に振り替える。） 

２ 長期休業中の休日の設定は、原則として、学期中に準じた扱いとする。 

３ シーズンにオン・オフを有する種目においては、１年間を通算したときに上記１ 

の設定に近づけるようにする。 

４ １日の活動時間は原則として、正味の平均練習時間が 3 時間程度までとなること

とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

５ 生徒の負担が過度とならないことを考慮して、参加する大会を精査する。 

６ 熱中症事故防止の観点から、「熱中症予防運動指針」(公益財団法人日本スポーツ

協会)等を参考に、ＷＢＧＴで「厳重警戒以上」での活動においては、常に顧問が生

徒の観察を行える体制をとる。また、活動場所に「熱中症暑さ指数計」を設置する

ことが望ましい。 

７ 顧問会が主催して、科学的(効率的・効果的)トレーニング方法やスポーツ栄養論、

応急措置などの研修会の機会を設ける。 

８ 顧問会では、本活動方針について、常に見直しを行うこととする。 

指導体制の工夫 

 専門的見地を有する保健体育担当の教員や養護教諭等と連携・協力し、発達の個人

差や成長期における体と心の状態等に関する正しい知識を得た上で指導を行う。 

 地域でその種目を専門としている社会人またはクラブチームの責任者等と連絡を取

り合い、専門的見地から助言をもらえるような体制をとる。 

 

その他 

部員数の不足による意欲や競争心の低下を防止するため、近隣の学校との合同練習

や合同研修・合同合宿等を取り入れる。 

 年に１回は、保護者と懇談できる機会を設ける。 

 

 


